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学校教育目標

ふるさとを愛し、進んで学ぶ子
かしこく なかよく たくましく

地域で学ぶ、地域から学ぶ
校長 橋本 徳邦

学校での学習の中に「総合的な学習の時間」という時間があります。

保護者や地域の皆様の中には「自分が小学校にいたとき 『総合的な学習の時間』な、

んてなかったな 」と思う方々もいらっしゃることと思います。総合的な学習の時間は。

平成１４年度から我が国の小・中学校で実施されています。

総合的な学習の時間は、ちょっと「不思議」です。

まずは、教科書がありません。

学習指導要領では 「各学校においては、第１の目標を踏まえ、各学校の総合的な学、

習の時間の目標を定める」と示されています。これは、総合的な学習の時間と他教科と

の大きな違いです。たとえば、国語科の目標は 「国語を適切に表現し、正確に理解す、

る能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力及び言語感覚を養い、

。」 、 、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる と示されていて この目標は

日本全国の小学校で共通です。ところが、総合的な学習の時間については、一つ一つの

学校によって異なります。

さらに、学習する内容や名称（荒幡小では「トトロタイム」と呼んでいます ）など。

も各学校ごとに決めることになっています。

したがって、総合的な学習の時間のやり方は各学校によってかなり違ってきます。

荒幡小学校は、荒幡地区、松が丘地区という地域の中に存在しています。身の回りの

地域の特色を生かしていくことが、荒幡小学校の総合的な学習の時間の特色になると思

います。

、 、 、一番大切なのは 子どもたちが地域に出て地域で学ぶこと 地域の自然や歴史・社会

地域の皆様、保護者の皆様、つまり地域から学ぶことなのだと思います。

総合的な学習の時間の実施にあたっては、今年度も多くの皆様にご協力をいただきま

した。改めて感謝申し上げますとともに、来年度、さらに荒幡小の総合的な学習の時間

を充実させていくために努力していきたいと思います。
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●本日、２月１日に３年生が総合的な学習の時間に「うどん作り」の体験をしていま

した。今日は、３人の地域の皆様に「ゲストティーチャー」として来ていただきまし

た。ありがとうございました。３年生の皆さん、おいしかったでしょ・・・。

●体験したこと

や気づいたこ

とは、記録に

書きため、今

後の学習に生

かします。


